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ノイズレスな美しさ

「ハイドア」ならではの開放感

H20 H24 H27（特注対応）

上質な素材感・カラーラフィスを選ぼう
どこまでも広がる開放感と
暮らしていこう。

ハイドアがもたらす開放感は、パノラマのようだ。高さはもちろんのこと、左右にもゆとりが生まれる。
通るたびに、空間の変化を味わえる。開いた姿も、閉まった姿も、素敵な風景になる。 ワンランク上のハイドアシリーズ

日合商の基本は『協調と連帯』
日合商は昭和 52（1977）年に合板・建材を扱う流通
業界の活性化と、関係官庁に意見書が提出できる組
織として発足した歴史ある組織であり、業界唯一の
国の認可団体です。その「会勢強化」は、業界の活
性化につながるものです。また、新規会員・賛助会
員の数が増えることで関係官庁への発言力も増し、
社会的な影響力も拡大していくものと考えています。

日合商 報
時

日本合板商業組合 第 45 回 通常総会 in 京都を開催しました！
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月
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日本合板商業組合 2024 年度 第一回 理事会
2024 年 5 月 16 日（木）13：00 よりリーガロイヤルホテル京都にて
出席理事 40 名（本人出席 40 名、委任状 10 名）
出席監事 5 名（本人出席 5 名、委任状 1 名）

日本合板商業組合 第 45 回 通常総会（通常総代会）
2024 年 5 月 16 日（木）14：30 よりリーガロイヤルホテル京都にて
総代 94 社（本人出席 26 社、委任状 68 社）　全国からの総出席者 316 名

　通常総会冒頭、主管支部を務めた関西支部 桑原健郎支部長が、「2 日間にわ
たる通常総会・エクスカーションの場で大いに情報交換してほしい」と歓迎
の挨拶を述べました。つづいて日合商本部より足立建一郎理事長が主催者代
表挨拶に立ち、主管支部への労いと感謝の言葉、参加者に向けて「本大会を
今後の糧にしてください」と述べました。
　その後に行われた永年勤続者表彰では、受彰者 144 名の代表として登壇し
た㈱丸産業の細工屋忠佳氏に足立建一郎理事長より表彰状が授与されました。
また来賓の皆様を代表し、京都府知事 西脇隆俊氏をはじめ、林野庁林政部 木
材産業課課長 石田良行氏、日本合板工業組合連合会 井上篤博会長より祝辞を
頂きました。
　総代会では、小畑育男氏が議長として議事進行し、「第一号議案　任期満了
に伴う総代及び役員改選の件」をはじめ、報告事項等全議案が承認されました。
　休憩をはさんで開かれた講演会は、元プロ野球選手で野球解説者・スポー
ツコメンテーターとして活躍中の広澤克実氏を講師に迎え、「我が野球人生～
リーダーシップとは～」を演題にご講演いただきました。
　今回の懇親会は、京料理がビュッフェスタイルで振舞われ、京都ならでは
のアトラクションとして宮川町 芸舞妓による祝舞が披露されてスタート。パ
ナソニック ハウジングソリューションズ株式会社 代表取締役社長 執行役員 山田
昌司氏による乾杯の発声を合図に大いに親睦を深め、双日建材株式会社 代表
取締役社長 鷲見高志氏による中締め挨拶で終わりました。

『日本合板商業組合 第 45 回 通常総会』開催に先立ち、『日本合板商業組合 
2024 年度 第一回 理事会』を開催、全ての議案が全会一致で承認されました。

足立建一郎理事長が
議長として理事会議事を進行

公演に立つ
広澤克実氏

祝舞のアトラクションで懇親会がスタート

会員専用ページに「通常総会」サイトを開設！
日本合板商業組合 通常総会日程をはじめ、参加メンバー、
記念誌などが、こちらからご覧いただけます。

主管の
関西支部 桑原健郎支部長より

歓迎挨拶

京都府知事
西脇隆俊氏による挨拶

総代会議長として
関西支部総代 小畑育男氏が

議事を進行

パナソニック ハウジングソリューションズ株式会社 
代表取締役社長 執行役員

山田昌司氏による乾杯の発声

双日建材株式会社 代表取締役社長
鷲見高志氏による中締め挨拶

林野庁林政部 木材産業課課長
石田良行氏による挨拶

日本合板工業組合連合会
井上篤博会長による挨拶

公益財団法人日本合板検査会理事長
渕上和之氏

足立建一郎理事長による
主催者代表挨拶

永年勤続社員表彰 144 名の代表
㈱丸産業の細工屋忠佳氏



※東京都ベニヤ板問屋協同組合、日本合板商業組合「市況通信」より
（注）1 車単位（10 トン）問屋売り価格・90 日手形（JAS 製品）（円）

2.3㎜ T2

4.0㎜  〃

5.5㎜  〃

9.0㎜  〃

12.0㎜  〃

ラワン JAS
F ☆☆☆☆

針葉樹
構造用

輸入・型枠用
輸入・構造用

F ☆☆☆☆  12㎜ C-D

F ☆☆☆☆ 24㎜ 実付

F ☆☆☆☆ 28㎜ 実付

F ☆☆☆☆ 9㎜  3×10

12㎜ JAS 製品

F☆☆☆☆12㎜ JAS 製品

品　　目
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東京の合板卸売り価格

950
1,260
1,550
2,080
2,630
1,800
3,900
4,650
2,850
2,100
2,100

5 月 15 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

950
1,260
1,550
2,080
2,630
1,800
3,900
4,650
2,850
2,100
2,100

5 月 22 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

950
1,260
1,550
2,080
2,630
1,800
3,900
4,650
2,850
2,100
2,100

5 月 29 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

950
1,260
1,550
2,080
2,630
1,800
3,900
4,650
2,850
2,100
2,100

6 月 5 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

住団連
経営者の住宅景況感調査

（令和 6 年度 第 1 回）報告より 

総戸数 持　家 分譲住宅 賃貸住宅 給与住宅

令和 4 年度実績 86.0 24.8 25.9 34.7 0.5

令和 5 年度実績 83.1 23.6 24.5 34.3 0.5

令和 6 年度予測 82.1 22.8 24.7 34.3 0.5

令和 6 年度予測

A 社 84.0 24.0 25.3 34.0 0.5

B 社 82.0 23.0 24.5 34.0 0.5

C 社 80.5 21.5 24.5 34.0 0.5

D 社 80.7 22.0 24.2 34.0 0.5

E 社 80.7 21.8 24.3 34.1 0.5

F 社 81.0 22.0 24.5 34.0 0.5

G 社 81.2 22.2 24.5 34.7 0.6

H 社 81.0 22.0 24.0 34.5 0.5

L 社 84.0 24.0 25.0 34.5 0.5

M 社 80.6 21.7 24.5 33.9 0.5

N 社 81.0 22.0 24.0 34.5 0.5

Q 社 85.0 25.0 26.0 35.0 0.5

R 社 86.0 25.0 25.5 35.0 0.5

S 社 84.0 24.0 25.5 34.0 0.5

平　均 82.1 22.8 24.7 34.3 0.5

【単位：万戸】

令和 6 年度の
新設住宅着工総戸数の予測アンケート結果

回答数 14 社

※平均値は各セグメントの最大値、最小値各 1 つずつを外して算出。

令和 6 年 4 月度 第 1 回
経営者の住宅景況感調査集計結果
調査時期
令和 6 年 4 月中旬

調査対象
住団連会員企業及び住団連会員団体の会員企業の経営者

回答社
旭化成ホームズ、一条工務店、大野建設、サンヨーホームズ、
スウェーデンハウス、住友林業、積水化学工業、積水ハウス、
大東建託、大和ハウス工業、トヨタホーム、
パナソニックホームズ、ミサワホーム、三井ホーム　　　　　

（敬称略、五十音順）

集計結果
景況感（前年度同期比）の単純集計を基に
景況感判断指数を算出

回答数
14 社

北海道	 -0006 ⑥	 ㈱丹波屋	 代表取締役	 勝間 真也
北海道	 -0007 ⑥	 マルカ北海化成㈱	 代表取締役	 蚊野 裕一
東北	 -0007 ⑥	 中川木材商事㈱	 代表取締役	 中川 賀文
東北	 -0031 ⑤	 平野商事㈱	 代表取締役社長	 平野 治彦
東北	 -0101	 ㈱山本総合社	 代表取締役	 山本 康平
北関東	 -0045 ⑥	 ㈲塚田建材	 代表取締役	 安藤 清茂
北関東	 -0073 ③	 ㈱タカキ プレカット狭山工場（プレカット日高工場含む）	 代表取締役社長	 髙木 聡
東関東	 -0005 ⑥	 ㈱ブルケン関東	 代表取締役	 島田 美佐男
東関東	 -0018 ⑤	 青山木材㈱	 代表取締役	 青山 芳忠
東京 S	 -0002 ⑥	 日成共益㈱	 取締役社長	 熊谷 和男
東京・山梨	 -0132 ④	 中央ベニヤ㈱	 代表取締役	 早川 勝
東京・静岡	 -0216 ③	 ㈱カンセイ	 代表取締役	 加藤 雅紀

東京	 -0033 ⑥	 ㈱押本商店	 代表取締役	 川田 俊之
東京	 -0034 ⑥	 ボード㈱	 代表取締役	 只腰 由紀夫
神奈川	 -0002 ⑥	 ㈱ブルケン関東　横浜営業所	 常務取締役	 住吉 渡
神奈川	 -0028 ④	 ㈱戸塚建親センター	 代表取締役	 鈴木 崇朗
中部日本	 -0007 ⑥	 ベニクス㈱	 代表取締役	 水越 隆之
関西	 -0020 ⑥	 ㈱アラセ	 代表取締役	 中村 晃輔
関西	 -0021 ⑥	 林木材㈱	 代表取締役社長	 中村 伸弥
関西	 -0024 ⑥	 太田ベニヤ㈱	 代表取締役	 山田 陽之介
中国	 -0054 ⑤	 ㈱佐々部材木店	 代表取締役	 佐々部 博之
四国	 -0004 ⑥	 ㈱オハラ	 代表取締役	 小原 啓司
九州	 -0042 ④	 ㈱ワタヤ	 代表取締役	 牛島 大造
九州	 -0043 ④	 ㈱ミヤシン建材	 代表取締役社長	 若本 哲文
九州	 -0045 ④	 ㈱ヤマワ	 代表取締役	 若松 英樹
九州	 -0046 ④	 ㈱キョーエイ	 代表取締役	 𠮷原 恵美
九州	 -0047 ④	 ㈱山﨑	 代表取締役	 潮崎 盛隆

【グリーン購入法】に基づき
事業者新認定・期限更新した 27 社

2024 年 5 月25 日
現　在
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概　要
　2024 年 3 月の新設住宅着工戸数は 64,265 戸（前年同月比 12.8％減）で 10 カ月連続の減
少となった。その内、木造住宅は 35,606 戸（前年同月比 2.5％減）で 24 カ月連続の減少となっ
た。季節調整済年率換算値は 76.0 万戸で前月比 4.4％減、3 カ月連続の減少となる。
　利用関係別では、持家が 16,637 戸（前年同月比 4.8％減）で 28 カ月連続の減少、貸家は
28,204 戸（同比 13.4％減）で先月の増加から再びの減少、分譲住宅は 19,189 戸（同比 16.8％減）
で 3 カ月連続の減少となった。分譲の内訳は、マンションが 8,977 戸（同比 21.1％減）3 カ
月連続の減少、戸建ては 10,113 戸（同比 12.7％減）と 17 カ月連続の減少となった。
　貸家、持家及び分譲住宅ともに減少したため、全体で前年同月比 12.8％の減少となった。

国内 ･ 外合板の供給量
　3 月の国内合板生産量 19.7 万㎥（前月比 98.0％、前年同月比 101.2％）と発表された。そ
の内、針葉樹合板の生産量は 19.4 万㎥（同比 97.7％、101.2％）となり、出荷量は 20.1 万
㎥（同比 109.4％、104.1％）で、在庫量は 17.7 万㎥となった。
　輸入合板の 3 月度入荷量は 16.5 万㎥（前月比 92.9％、前年同月比 104.9％）となった。

国別入荷量は、マレーシアが 5.0 万㎥、インドネシアが 5.6 万㎥、中国が 3.7 万㎥となって
いる。

今後の見通し
　国内針葉樹合板の状況は、3 月末在庫は減少しており、需給バランスの改善が進んでい
るものと思われる。価格に関しては多少の値上げは通ってはいるものの、未だ唱え価格に
は届いておらず、足踏み状態となっている。但し、一部商品では欠品も生じており、即納
ができないアイテムもあるため、在庫状況については都度確認が必要かと思われる。5 月
は連休もあったため、生産調整が更に進み、今後の需要回復が期待される。
　しかし、減産体制を今後も維持できるかに対しては、まだ不安の声は完全に払拭はでき
ていない。今後の需要回復のためにも、メーカーの対応に期待したい。
　輸入合板は、期末に散見された処分価格も徐々に払拭されており、値上げは徐々に進ん
でいる様に感じられる。現地はほぼ価格底打ちの兆しが出てきたが、需要背景が乏しいこ
とや為替の影響もあり、現地への発注量は小ロット傾向となっている。
　今後はまとまって入庫しづらい展開となってくると思われる。荷動き次第では瞬間的な
品不足も予想されており注視が必要である。普通合板に関しても、一部では良材原木の不
足から、現地での生産遅れの話しも聞こえており、この点に関しても注意が必要であると
思われる。需要が急激に盛り上がる訳ではないと思われるが、必要最低限のアイテムの手
配はお勧めしたい。

日本合板商業組合東京支部
東京都ベニヤ板問屋協同組合

新風会　猪爪  清和
合板市況と今後の見通し

日合商組合活動の一環として

福利厚生制度
「損害保険 / 集団扱制度※」をご紹介！

2024 年度より会員の皆様の福利厚生サービスの向上を図るため、

福利厚生制度「損害保険 / 集団扱制度」のご紹介を始めました。 

今回ご紹介する福利厚生制度「損害保険 / 集団扱制度」は、一般

の保険よりも割安でそれら各種保険に加入することのできる制度

となります（※：日新火災の集団扱制度）。

また会員企業様のみならず、その従業員の皆様にもご加入いただ

けるため会社の福利厚生制度の一環としてもご利用いただける、

日本合板商業組合のスケールメリットを活かした制度となってお

ります！

メリット 1　保険料が割安！
メリット 2　制度対象者の幅広さ
メリット 3　スムーズなお支払い！

福利厚生制度「損害保険 / 集団扱制度」　
詳細については、こちらから▶
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    2024 年度  定期 日合商 WEB セミナー　予定
  講師：清水英雄事務所株式会社　代表取締役社長　清水 大悟  氏

 第 1 回  6 月 18 日（火）　いよいよ開催迫る！
 テーマ

     「災害時の住宅安全と復旧への挑戦：未来の災害対策と住宅設計」

ゴルフコース観光コース
「世界文化遺産 醍醐寺特別拝観」と「龍馬と幕末史跡巡り」　30 名参加

醍醐山全山が寺域という
京都でも屈指の広さを有
する大寺院、開山 1150 年
を迎える醍醐寺では通常
非公開の場所にも案内さ
れ、古刹を満喫して唐門
の前で記念撮影。伏見エ
リアの龍馬と幕末史跡巡
り、老舗料亭の昼食で供さ
れた京料理に舌鼓を打ち、
親睦を深めました。

日本合板商業組合 第 45 回 通常総会 in 京都　エクスカーション 2024 年 5 月 17 日（金）
茨木カンツリー倶楽部にて　69 名参加
晴天に恵まれ、設立 100 年を超える関西名門ゴルフコース
でのプレーを通して親睦を深めました。

【成績 TOP５】（敬称略）

1　位　広澤 克実
2　位　村石 建治
3　位　真野 義章
4　位　足立 建一郎
5　位　吉田 達弘

日合商支部で 2024 年度 総会を開催

5 月 8 日（水）

北海道支部   総会・懇親会
京王プラザホテルにて　参加 56 名

5 月 16 日（木）

関西支部   第 47 回   総会
リーガロイヤルホテル京都にて　参加 64 名

総会・懇親会の二部構成で開催。まず総会は桑澤嘉英支
部長の開会挨拶で始まり、役員改選（桑澤嘉英支部長再任）
を含む全議案が全会一致で承認されました。
懇親会は、山口裕也副支部長の乾杯の発声でスタート。
桑澤嘉英支部長より本総会をもって退任された北海道支
部 八田尚久顧問に御礼が授与された後、吉野石膏㈱札幌
支店長 白井洋一氏の中締めをはさんで親睦を深めました。

総会は、細工屋忠佳支部報委員長の司会で開幕。丸 敏幸支部長が、バト
ンタッチする桑原健郎新支部長のもと、今まで以上に『協調と連帯』を
盛り上げてほしいと挨拶の後、議長となって議事を進めて全議案が承認
され、第 6 号議案の役員改選で丸 敏幸支部長が退任し、桑原健郎氏が新
支部長に就任。議事終了後、来賓の日本合板検査会大阪検査所所長 稲本
吉高氏と石本勝範日合
商副理事長による祝辞
の後、谷畑勝三副支部
長の閉会の辞で総会を
閉じました。

開会挨拶に立つ
北海道支部 桑澤嘉英支部長

議長として議事進行する
丸 敏幸支部長

バトンを受け継いだ
桑原健郎新支部長

 内　容

　�近年の自然災害に直面し、住宅の安全性と災害時の復旧プロセスが注目されています。このセ
ミナーでは、能登半島地震などの事例を踏まえ、未来の災害対策と住宅設計に焦点を当て、事
例から得られる教訓を元に防災・復旧のためのアプローチや技術について解説。併せて建築業
界が果たすべき役割や住民が自ら行える災害対策についても掘り下げ、災害時における住宅の
安全性向上と復旧プロセスの効率的な進行に向けたアイデアや手段が得られる内容です。

日合商ホームページトピックスより抜粋
日合商 HP
トピックス2024.05.20 　官公庁からのお知らせ

林野庁 「モクレポ ～ 林産物に関するマンスリーレポート～」
5 月号では、

・令和 6 年能登半島地震に係る林野関係の被害・対応状況（第 5 報）
・「みどりの月間」の取組
・「改質リグニンの今後の展開に向けた勉強会」とりまとめの公表
などについて特集しています。

2024.05.09　官公庁からのお知らせ
（周知依頼）環境省より令和 6 年度「環境の日」及び「環境月間」行事等の実施について

毎年、環境基本法に定められた 6 月 5 日の「環境の日」を中心とする 6 月の 1 か月を「環
境月間」として、令和 6 年度の「環境の日」及び「環境月間」における各種関連行事等を
実施することを周知の依頼がありました。

受講お申し込みは
こちらから


